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古
代
か
ら
、
道
は
人
々
の
共
有
財
産
で
あ
っ

た
。
力
を
合
わ
せ
道
普
請
し
、
守
っ
て
き
た
。

道
は
街
を
作
り
、
産
業
を
興
し
、
文
化
を
運
び
、

人
々
を
結
び
つ
け
た
。
つ
い
、
こ
の
間
ま
で
、

子
ど
も
た
ち
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
、
縄
跳
び

な
ど
で
、
明
る
い
歓
声
が
響
い
て
い
た
。
お
年

寄
り
は
、
縁
台
で
将
棋
を
さ
し
、
ほ
う
き
で
道

を
掃
き
、
水
を
撒
く
お
母
さ
ん
の
姿
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
「
日
本
の
原
風
景
」
は
何
処
へ
行
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
高
速
道
路
や
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
道

は
整
備
さ
れ
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
多

発
す
る
事
故
、
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
騒
音
。
何

よ
り
、
車
優
先
社
会
は
、
人
々
の
心
を
道
か
ら

遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
。
自
宅
前
の
ご
み
や
雑
草

さ
え
知
ら
ん
顔
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
、
家
庭
ご
み
の
投
げ
捨
て
が
日
常
的

な
風
景
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
現
状
に
、
心
を
痛
め
、
清
掃
や
花
壇

作
り
、
植
樹
に
取
り
組
む
人
々
が
増
え
て
い
る
。

行
政
ま
か
せ
か
ら
、「
道
は
み
ん
な
の
財
産
」

と
い
う
意
識
と
行
動
。
新
し
い
「
公
」
へ
の
動

き
が
芽
を
出
し
て
い
る
の
だ
。
行
政
と
住
民
が

手
を
携
え
「
協
働
」
で
道
を
守
る
と
い
う
新
し

い
意
識
の
潮
流
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
九
州
各

地
の
活
動
が
、
合
流
し
、
大
き
な
流
れ
に
な
っ

て
ゆ
く
。「
道
守
九
州
会
議
」
の
誕
生
だ
。

　

道
守
。
そ
の
由
来
は
遠
く
万
葉
の
昔
に
さ
か

の
ぼ
る
。
道
を
管
理
し
、
守
り
、
旅
人
の
飢
え

と
渇
き
を
癒
す
果
樹
を
沿
道
に
植
え
た
と
い

う
。
現
代
の
道
守
は
住
民
と
行
政
が
協
働
し「
道

と
人
の
新
し
い
縁
」
を
紡
ぐ
。

　

さ
あ
、
新
し
い
道
に
一
歩
踏
み
出
そ
う
。
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巻頭
インタビュー

行
政
と
道
守

〜
よ
り
、 

W
I
N 
W
I
N
の
関
係
へ
〜

田
島
　「
道
守
九
州
会
議
」
は
平
成
16
年

２
月
に
設
立
さ
れ
、
20
年
を
経
過
し
、
現

在
で
は
約
4.5
万
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
10
月
24
日
と
25
日
に
は
、
鹿
児
島
県

鹿
屋
市
で
「
み
ち
づ
く
し
」
を
開
催
し
ま

す
。
局
長
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、

道
守
さ
ん
達
と
交
流
し
て
く
だ
さ
い
。

森
田
局
長
　
私
は
「
み
ち
づ
く
し
」
の
宮

崎
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
も
是
非
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

阿
南
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
局
長

は
熊
本
地
震
の
時
に
熊
本
河
川
国
道
の
事

務
所
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
規
模
な

斜
面
崩
壊
、
阿
蘇
大
橋
の
落
橋
、
国
道

57
号
や
３
２
５
号
の
不
通
な
ど
に
早
急

な
対
応
を
さ
れ
、
私
た
ち
住
民
に
と
っ
て

心
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の一

番
の
ご
苦
労
は
？ 

森
田
局
長
　
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
阿
蘇
の

大
規
模
斜
面
崩
壊
で
す
。
前
震
と
本
震

が
あ
り
、
前
震
は
４
月
14
日
、
16
日
に
本

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
57
号
の
現
場
で

は
斜
面
が
７
０
０
m
程
度
崩
落
、
阿
蘇

大
橋
の
落
橋
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。
捜

索
支
援
の
フ
ェ
ー
ズ
が
最
も
し
ん
ど
か
っ
た

で
す
。
俵
山
ル
ー
ト
で
は
、
俵
山
ト
ン
ネ

ル
の
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
崩
落
や
桑
鶴
大

橋
の
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
な
ど
の
被
災
を
受
け

ま
し
た
。
12
月
24
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
日

に
暫
定
で
交
通
開
放
を
行
い
ま
し
た
。

阿
蘇
方
面
に
行
く
唯
一の
道
が
よ
う
や
く

で
き
た
こ
と
で
、
地
域
の
方
か
ら
最
高
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

阿
南
　
57
号
の
大
動
脈
が
５
年
ぐ
ら
い
で

開
通
し
ま
し
た
か
ら
、
大
き
い
で
す
よ
。

57
号
は
大
分
に
続
く
大
動
脈
。
斜
面
の

工
事
は
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

森
田
局
長
　
北
側
復
旧
ル
ー
ト
は
本
当

に
地
域
に
と
っ
て
、
良
い
仕
事
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
13
㎞
の
バ
イ
パ
ス
の
う
ち

４
㎞
が
ト
ン
ネ
ル
。
実
質
４
年
で
開
通
さ

せ
た
の
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
災
害
復

旧
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
は

豊
肥
線
も
復
旧
し
た
の
で
良
か
っ
た
な

あ
と
。

阿
南
　「
み
ち
づ
く
し
in
阿
蘇
２
０
２
２
」

の
テ
ー
マ
は
「
阿
蘇
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
復

興
九
州
」
と
し
、
支
援
活
動
や
災
害
へ
の

備
え
と
地
域
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

実
践
し
て
い
ま
す
。

森
田
局
長
　
私
た
ち
は
な
か
な
か
被
災

さ
れ
た
方
の
と
こ
ろ
ま
で
手
が
届
か
な
い

ん
で
す
け
ど
も
、熊
本
の
地
震
の
と
き
も
、

令
和
２
年
の
球
磨
川
の
大
災
害
の
と
き
も

支
援
で
現
地
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

田
島
　
道
守
の
他
に
、
風
景
街
道
、
道
の

駅
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
県

境
を
越
え
て
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

森
田
局
長
　
道
の
駅
、
道
守
、
風
景
街

道
は
、
別
々
の
目
的
で
、
立
ち
上
が
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
地
域
を
繋
ぐ
と
か

人
を
繋
ぐ
と
い
う
意
味
で
は
共
通
の
輪
で

く
く
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
そ
れ
を

う
ま
く
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
道
守
会
議
、

各
地
域
の
道
守
の
活
動
で
、
職
員
も
一
緒

に
な
っ
て
交
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
よ
り
w
i
n-

w
i
n
の
い
い
ス
パ

イ
ラ
ル
で
仕
事
が
で
き
て
い
る
、
大
変

あ
り
が
た
い
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

阿
南
　
人
の
繋
が
り
が
で
き
て
活
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
10
月
５
日
に
は
、
や

ま
な
み
開
通
60
周
年
記
念
と
12
日
に
行

わ
れ
る
ツ
ー
ル
ド
九
州
に
備
え
て
60
㎞
の

一斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

田
島
　
鹿
児
島
〜
天
草
〜
島
原
〜
長
崎

共
通
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
で
は
自
転
車
の

活
用
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
方

で
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
な
ど
へ
の
関
心
が

高
ま
って
い
ま
す
。

森
田
局
長　

自
転
車
の
走
行
環
境
の
整
備

も
行
っ
て
い
ま
す
し
、
大
分
に
で
き
た
国

道
10
号
「
道
の
駅
た
の
う
ら
ら
」
で
は
、

自
転
車
が
休
憩
で
き
る
よ
う
な
サ
イ
ク
ル

ラ
ッ
ク
、
道
の
駅
の
中
に
シ
ャ
ワ
ー
室
等
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
ラ
ン
ナ
ー
が
休
憩
で
き
る

空
間
も
作
っ
て
い
ま
す
。
郊
外
部
で
も
自

転
車
が
走
り
や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
最
中
で
す
。

田
島
　
私
は
風
景
街
道
に
参
加
し
て
る
ん

で
す
け
ど
、
海
岸
沿
い
の
阿
久
根
や
川
内

に
行
っ
た
り
と
か
、
そ
の
３
号
っ
て
す
ご
く

狭
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と
い
う
か
自
転
車
で
通
る
わ
け
な
の
で
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
ん

で
す
ね
。

森
田
局
長
　
例
え
ば
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
が
延
伸
し
て
い
く
と
、
物
流
な
ど

長
い
ト
リ
ッ
プ
の
車
両
は
自
専
道
に
転
換

す
る
の
で
、
現
道
の
国
道
３
号
は
自
転
車

や
歩
行
者
が
走
り
や
す
い
空
間
に
再
構
築

し
て
い
く
と
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

阿
南
　
道
守
活
動
は
20
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
の
展
開
は
ど
の
よ
う

に
な
って
ほ
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

森
田
局
長
　
本
当
に
20
年
よ
く
ぞ
こ
こ
ま

で
育
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
4.5
万
人
と

い
う
会
員
数
に
も
広
が
っ
た
こ
の
活
動
が
、

ま
す
ま
す
九
州
の
中
で
し
っ
か
り
と
根
付

い
て
、
行
政
と
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ

て
、
も
っ
と
盛
り
上
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

も
り
た
・
や
す
お　
三
重
県
出
身
。
昭
和
63
年

に
建
設
省
入
省
。
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川

国
道
事
務
所
長
、
大
臣
官
房
技
術
調
査
課
建

設
技
術
政
策
分
析
官
、
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
企
画
部
長
、
豊
橋
市
副
市
長
を
歴
任

後
、
令
和
6
年
７
月
よ
り
現
職
。

道
守
か
ご
し
ま
会
議
　
代
表
世
話
人

田
島
　
直
美
さ
ん

道
守
く
ま
も
と
会
議
　
世
話
人

阿
南
　
誠
志
さ
ん

衝
撃
的
だ
っ
た

阿
蘇
の
大
規
模
斜
面
崩
壊

■ 

森
田
局
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

森
田
康
夫

人形岩（鹿児島県薩摩川内市西方町）
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鹿
児
島
県
鹿
屋
市
で
、10
月
24
日
（
木
）
〜
25
日
（
金
）
に
、

道
守
九
州
会
議
交
流
会
「
み
ち
づ
く
し
in
鹿
屋
２
０
２
４
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
内
で
は
、
２
０
０
８
年
に
鹿
児
島
市
、
２
０
１
６

年
に
薩
摩
川
内
市
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
３
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
初
め
て
大
隅
半
島
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
鹿
屋
市
を
お
も
て
な
し
の
場
所
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

鹿
屋
市
は
、
本
土
最
南
端
へ
と
伸
び
る
大
隅
半
島
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
人
口
は
約
10
万
人
で
、
古
く
か
ら
大
隅

地
域
の
交
通
・
産
業
・
経
済
・
文
化
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
最
大
級
の
面
積
を
誇
る
「
か
の
や
ば
ら
園
」
や
、
神

代
三
山
陵
の一つ
で
あ
る
吾
平
山
上
陵
、
特
攻
隊
の
戦
争
遺

跡
な
ど
、
多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
ほ
か
、
国
立
大
学

法
人
鹿
屋
体
育
大
学
や
国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
、
県

民
健
康
プ
ラ
ザ
な
ど
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
機
関
・

施
設
も
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
北
部
に
は
、
日
本
の
自
然
百
選
に
も
選
ば
れ

て
い
る
高
隈
山
系
が
連
な
り
、
西
部
は
、
鹿
児
島
湾
（
錦
江

湾
）
に
面
し
た
美
し
い
海
岸
線
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
平
均
気

温　

・
６
℃
、
年
間
降
水
量
２
，６
８
５㎜
と
、
１
年
を
通
じ

て
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
第
１
次

産
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
全
国
で
も
有
数
の
食
料
供
給
基

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
牛
や
豚
な
ど
の
畜
産
が
盛
ん
で
、
第
11
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
が
総
合
優
勝
を

果
た
し
、
鹿
児
島
黒
牛
が
和
牛
日
本
一に
輝
い
た
際
に
は
、

鹿
屋
市
か
ら
出
場
し
た
７
頭
が
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は

じ
め
、
す
べ
て
が
上
位
入
賞
し
、
日
本
一に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
鹿
児
島
県
は
養
殖
鰻
の
生
産
量
日
本
一で
知
ら

れ
て
お
り
、
大
隅
半
島
の
温
暖
な
気
候
と
、
シ
ラ
ス
台
地
で

ろ
過
さ
れ
た
豊
富
な
地
下
水
で
育
っ
た
鰻
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
も
非
常
に
人
気
が
高
く
、
全
国
の
多
く
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
食
材
を
全
国
に
P
R
す
べ
く
、
本
市
出
身
の

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
池
崎
氏
が
「
鹿
屋
市
ク
リ
イ
エェェェ
ー
イ
テ
ィ

ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
な
り
、「
土
用
の
『
う
し
の
日
』
に
食

べ
る
べ
き
は
、
鰻
か
、
牛
か
。

日
本
一の
鰻
と
和
牛
の
ま
ち
鹿

屋
市
を
二
分
す
る
大
論
争
が

勃
発
！
」
と
い
う
P
R
動
画

を
作
成
し
、
大
い
に
話
題
を

呼
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ン
パ
チ
の
養
殖
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
本
市
の

知
名
度
向
上
及
び
「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
」
の
消
費
拡
大
、
市
民

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
高
め
る
た
め
の
P
R
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
鹿
屋
市
P
R
特
命
係
長
「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
ロ
ウ
」

も
、皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、和
牛
、

鰻
、
カ
ン
パ
チ
な
ど
、
鹿
屋
市
の
美
味
し
い
「
食
」
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
に
は
国
立
大
学
で
唯
一の
単
科
系
体
育
大

学
で
あ
る
「
鹿
屋
体
育
大
学
」
が
あ
り
、
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
取
り
組
み
な
ど
が
盛
ん
な
の
も
特
徴
で
す
。
海
や
山

の
自
然
に
恵
ま
れ
、
輝
北
天
球
館
が
あ
る
な
ど
美
し
い
星
空

も
自
慢
で
す
。
少
し
足
を
伸
ば
し
て
大
隅
半
島
の
東
部
に

行
く
と
、
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙

空
間
観
測
所
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
自
然
豊
か
な
大
隅
の
地
で
、
皆
様
と
の
交
流
を
深
め

感
動
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
光
栄
で
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

九
州
各
県
の
道
守
会
員
に
よ
る
交
流
会
議

「
み
ち
づ
く
し
in
鹿
屋
2
0
2
4
」
が
鹿
屋

市
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
事
に
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

道
の
清
掃
美
化
か
ら
、
安
全
・
円
滑
な
道

へ
の
実
践
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
、
様
々
な

道
守
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
歴
史
や
文
化
、
自
然
の
様
々

な
魅
力
を
持
つ
地
域
で
す
。

　

市
内
に
は
、
か
の
や
ば
ら
園
や
鹿
屋
航

空
基
地
史
料
館
な
ど
、
魅
力
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
日
目
の
現
地
体
験
学
習
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
鹿
屋
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
コ
ー
ス
も
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

存
分
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
回
の
交
流
会
及
び
交
流
集
会

が
皆
様
に
とっ
て
実
り
多
き
も
の
と
な
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

鹿
屋
市
長　

中
西　

茂

　

８
ha
の
広
大
な
敷
地
に
約
3
5
，0
0
0
株
の

バ
ラ
が
植
え
ら
れ
た
日
本
最
大
級
の
規
模
を
誇

る
ば
ら
園
で
す
。
バ
ラ
の
見
ご
ろ
の
春
と
秋
に
あ

わ
せ
て
、「
か
の
や
ば
ら
祭
り
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

特
攻
隊
員
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
だ
け
で
な

く
、
小
説
「
永
遠
の
０
」
に
も
登
場
す
る
「
零

式
艦
上
戦
闘
機
五
二
型
」
や
、
旧
日
本
海
軍

創
設
期
か
ら
先
の
大
戦
、
現
在
の
海
上
自
衛

隊
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
見
学
で
き
る
施

設
で
す
。

　

砂
の
参
道
が
海
に
突
き
出
た
小
高
い
岩
場
へ
と

続
く
珍
し
い
神
社
で
す
。
透
明
度
の
高
い
錦
江

湾
の
美
し
い
景
色
や
対
岸
の
開
聞
岳
な
ど
を
見

渡
せ
ま
す
。
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
あ
の
学
問
の
神

様
、
菅
原
道
真
公
。
受
験
時
期
に
は
、
合
格
祈

願
な
ど
で
訪
れ
る
方
が
絶
え
ま
せ
ん
。
大
潮
の

満
潮
時
に
は
、
海
に
浮
か
ぶ
島
と
な
り
、
神
秘

的
な
風
景
が
広
が
り
ま
す
。
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未
来
を
拓
く
道
守
活
動

　
〜
宇
宙
へ
つ
づ
く
光
る
道
へ
〜

10
月
２４
日
・
２5
日
開
催

鹿
屋
の
見
所
、
見
て
い
っ
き
ゃ
ん
せ
！

い
っ
と
、
ま
っ
ち
ゃ
ん
せ
！ 

みちづくし in 鹿屋 2024

ご
あ
い
さ
つ

か
の
や
ば
ら
園

鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館

菅
原
神
社
（
荒
平
天
神
）

かのやばら園

鹿屋航空基地史料館

菅原神社（荒平天神）

▲新聞広告大賞を受賞した新聞広告「土用の『うしの日』問題」
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プログラム

会場ホテルさつき苑

交流会 13:30～17:30
表彰式、基調講演、活動報告

交流集会 18:30～20:30

Ａコース、Ｂコース

交流会／交流集会

時　間

10月24日（木）

現地体験学習会10月25日（金）

　

道
を
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
早
20
年
の
年
月
が
経
ち

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
枠
組
み
の
活
動
団
体
と
し
て
こ
れ
だ
け
長
く

続
く
団
体
が
他
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
年
に一回
の
交
流
会
に
ど
ん
な

に
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
所
で
も
多
く
の
仲
間
た
ち
が
集
い
互
い
を
知
り
、

学
び
、
交
流
を
深
め
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
道
を
愛
す
る
者
の
民
間
と

行
政
の
協
働
の
精
神
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
、
み
ち
づ
く
し
を
鹿
児
島
で
開
催
で
き
る
と
は

大
変
光
栄
な
こ
と
で
す
。
開
催
会
場
を
鹿
屋
と
決
め
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。①
原
点
を
振
り
返
る
こ
と
、②
今
の
活
動
を
見
つ

め
な
お
す
こ
と
、③
未
来
へつ
な
げ
る
こ
と
、
を
大
切
に
テ
ー
マ
を
考
え

「
宇
宙
へつ
づ
く
光
る
道
へ
」
と
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
宇
宙
に一
番
近
い
県
と
言
わ
れ
２
か
所
の
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
場
が
あ
り
ま
す
。
大
隅
半
島
に
は
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

な
ど
を
打
ち
上
げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
J
A
X
A
内
之
浦
宇
宙
観
測

所
が
あ
り
、宇
宙
や
光
を
連
想
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
と
な
って
い
ま
す
。

20
年
の
道
守
活
動
か
ら
、
よ
り
光
輝
く
未
来
へつ
な
げ
た
い
と
い
う

思
い
で
今
回
の
チ
ラ
シ
は
道
守
や
市
の
活
動
結
果
の
美
し
い
道
を
「
光
」

に
例
え
て
い
ま
す
。
黄
色
い
バ
ラ
に
彩
ら
れ
た一本
の
道
。
そ
れ
が
光
に

変
わ
っ
て
宇
宙
に
つ
な
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
ま
し
た
。
道
守

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
磨
き
を
か
け
て
、
光
輝
く
組
織
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

道
守
活
動
の一つ
、
沿
道
の
花
植
は
、
根
気
の
い

る
活
動
で
す
。
人
々
を
魅
了
し
そ
し
て
癒
や
す「
花
」

が
咲
い
て
い
る
の
は
ほ
ん
の一
瞬
で
す
が
、
そ
の
た
め

の
地
道
な
努
力
を
怠
ら
ず
、
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、
道
は
輝
き
を
放
ち
ま
す
。「
光
る
道
」
と
は
、

ま
さ
に
そ
ん
な
道
守
た
ち
の
活
動
と
そ
れ
に
よ
り
輝

い
て
い
る
道
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
す
べ
て
の
道
守
た
ち
の
活
動
を
、
こ
れ

か
ら
も
永
く
、
遠
く
ま
で
届
け
た
い
と
い
う
思
い
を
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
な
ど
「
宇
宙
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
こ
こ
大
隅
の
地
に
ち
な
ん
で
、「
道

守
〜
宇
宙
へつ
づ
く
光
る
道
へ
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

し
ま
し
た
。

　

道
守
活
動
は
、
発
足
か
ら
今
年
で
20
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
永
き
に
わ
た
り
地
道
に
活
動
を
継

続
し
、
支
え
て
き
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
に
敬
意
を
示

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
20
年
後
の
未
来
の
道
守
活

動
を
背
負
う
若
い
世
代
と
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
、

今
わ
た
し
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
伝
え
て

い
く
べ
き
か
を
皆
で
考
え
る
交
流
会
に
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
口 

大
貴
氏

国
立
大
学
法
人 

鹿
屋
体
育
大
学
講
師

自
転
車
競
技
部
監
督                          

　
　
　
　

（
顧
問
教
員
・
部
長
兼
任
）

　
誠
実
で
ま
っ
す
ぐ
。
情
熱
は
だ
れ

よ
り
も
熱
く
、
い
つ
も
が
む
し
ゃ
ら
で

一
生
懸
命
。
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

で
生
ま
れ
育
ち
、
鹿
屋
体
育
大
学
に

陸
上
競
技
推
薦
で
入
学
し
た
も
の
の
、

怪
我
で
自
転
車
競
技
転
向
を
決
意
し

た
の
が
大
学
３
年
の
頃
。
そ
こ
か
ら

の
猛
練
習
と
徹
底
し
た
自
己
管
理
・

持
ち
前
の
分
析
力
に
よ
り
、
わ
ず
か

４
年
間
の
競
技
人
生
で
全
日
本
選
手

権
な
ど
各
種
全
国
大
会
で
６
回
優

勝
、
日
本
学
生
記
録
も
４
回
更
新
な

ど
華
々
し
い
経
歴
を
持
つ
。
現
在
は

伝
統
の
あ
る
同
大
学
自
転
車
競
技
部

の
監
督
と
し
て
、
若
き
人
材
の
指
導

に
あ
た
り
『
新
し
い
鹿
屋
の
歴
史
を

創
る
』
楽
し
み
を
感
じ
て
い
る
。

　

諦
め
な
け
れ
ば
道
は
拓
け
る
ー
私
は
こ
の
信
念

を
い
つ
も
胸
に
、
日
々
の
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自
転
車
競
技
に
は
、
専
門
だ
っ
た
陸
上
競
技
で
の

怪
我
の
リ
ハ
ビ
リ
で
行
っ
て
い
た
自
転
車
運
動
で
出

会
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
中
の
孤
独
や
絶
望
、
早
く

完
治
さ
せ
て
復
帰
し
た
い
と
い
う
焦
り
や
不
安
と

いっ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
は
今
で
も
鮮
明
な
記
憶

と
し
て
残
って
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
経
験
を
自

分
自
身
が
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
今
、
怪
我
や

ス
ラ
ン
プ
で
悩
む
選
手
た
ち
へ
の
指
導
に
活
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
転
車
競
技
転
向
後
は
、

世
界
レ
ベ
ル
の
仲
間
に
揉
ま
れ
、
必
死
な
日
々
を

送
り
ま
し
た
。
競
技
歴
が
圧
倒
的
に
短
い
私
が

勝
ち
残
る
た
め
に
、
そ
の
ハン
デ
を
い
か
に
短
期
間

で
効
率
よ
く
埋
め
ら
れ
る
の
か
を
考
え
、
研
究
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
や
景
観
を
持
つ
鹿
児
島
県
は
、

令
和
３
年
に
『
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
』
を
発
足
さ
せ
、
各
市
町
村
や
幅
広
い
関
係

者
と
も
連
携
の
上
、
県
の
地
域
資
源
を
生
か
し

た
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
設
定
や
、
安
心
し
て
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
め
る
よ
う
受
入
環
境
整
備
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
鹿
屋
市
で
は
２
０
０
１
年

か
ら
始
ま
っ
た
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

数
多
く
実
施
さ
れ
、「
自
転
車
を
見
る
・
乗
る
・

触
れ
る
」
環
境
が
整
って
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や

自
転
車
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
、

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
等
、
積
極
的
に
自
転

車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

を
通
じ
て
、
努
力
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
、
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
よ
り
多

く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
基
調
講
演
で
は
、
国
立
鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
山
口
大
貴
先
生
を
お
迎
え
し
、
自
転
車
競
技
に

お
け
る
選
手
時
代
・
監
督
就
任
後
の
体
験
談
や
教
訓
な
ど
普
段
あ
ま
り
聞
く
機
会
の
な
い
貴
重
な
話
や
、

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
、
道
路
（
ロ
ー
ド
）
と
の
関
わ
り
、
道
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
う
か
が
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長
挨
拶

道
守
か
ご
し
ま
会
議

代
表
世
話
人

田
島 

直
美
氏
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道
守
　
〜
道
守
九
州
会
議
交
流
会
〜

交
流
会
テ
ー
マ
は「
道
守
〜
宇
宙
へ
つ
づ
く
光
る
道
へ
〜
」

◆ 

基
調
講
演
◆

〜
自
転
車
競
技
に
学
ん
だ

　
　
努
力
を
積
み
上
げ
る
大
切
さ
〜
諦
め
な
け
れ
ば
道
は
拓
け
る
！

道
守
活
動
　
光
り
輝
く
道
づ
く
り

講
演
者
よ
り
一
言

講
演
者
　

山
口 

大
貴
氏

プロフィール
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昭
和
64
年
に
人
工
海
浜
と
な
っ
た
百
道

浜
に
白
砂
青
松
の
松
原
を
復
元
し
よ
う
と

松
の
植
樹
活
動
を
始
め
て
37
年
、
福
岡
市

西
区
や
国
営
海
の
中
道
海
浜
公
園
な
ど
に
、

約
５
７
，０
０
０
本
を
植
樹
し
、
現
在
で

は
世
界
に
誇
れ
る
「
ク
ロ
マ
ツ
美
林
」
が

博
多
湾
に
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

は
か
た
夢
松
原
の
会
の
活
動
テ
ー
マ
は

「
水
と
緑
と
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。
海

か
ら
川
、
川
か
ら
水
源
地
の
森
へ
と
、
地
域
の
人
々
と
深
く
交
流
を
重
ね

な
が
ら
、
自
然
と
の
関
わ
り
、
自
然
と
共
に
生
き
る
た
め
の
方
策
を

模
索
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
か
ら
は
、
景
観

豊
か
な
道
路
空
間
と
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
に
、「
国
体

道
路
花
いっ
ぱ
い
運
動
」
に
取
り
組
み
、
現
在
で
は
、
快
適
な
歩
行
空
間

づ
く
り
と
福
岡
市
の
「
一
人
一
花
運
動
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
保
育
園
児

や
大
学
生
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
参
加
の
も
と
、
沿
道
店
舗
の
協
力

を
得
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
お
陰
で
、
美
し
い
街
並
み
と
四
季

折
々
の
花
で
観
光
客
を
も
て
な
す
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
は
か
た
夢
松
原
の
会
は
、「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
受
賞
を

糧
に
こ
れ
か
ら
も
緑
豊
か
な

環
境
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
、

続
け
る
活
動
を
展
開
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

江
北
町
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
は

平
成
14
年
12
月
に
発
足
、
平
成
29
年

か
ら
江
北
町
内
を
「
花
いっ
ぱ
い
！
」、

地
域
の
子
供
た
ち
や
江
北
町
を
訪
れ
る

人
に
は
「
笑
顔
いっ
ぱ
い
！
」
に
す
る

た
め
の
活
動
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
会
は
16
団
体
で
構
成
さ
れ
会
員

１
６
４
名
の
ほ
と
ん
ど
が
元
気
溢
れ
る

女
性
で
す
。
日
頃
の
主
な
活
動
は
町
内

や
道
路
沿
い
の
花
壇
整
備
や
清
掃
を

行
う
こ
と
で
、
１
年
を
通
し
て
季
節

ご
と
の
彩
り
の
花
を
植
栽
し
、
除
草
、

水
や
り
肥
料
や
り
と
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
通
行
車
両
か
ら
で
も
愛
で
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
癒
し
空
間
創
造
に
よ
る
『
お
も
て
な
し
』
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
と
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め

平
成
30
年
か
ら
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
開
始
し
、
令
和
４
年
に
は
多
文
化

交
流
事
業
で
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
来
日
実
習
生
と
の
交
流

と
いっ
た
、『
こ
こ
ろ
の
笑
顔
』『
ふ
れ
あ
い
の
笑
顔
』『
交
流
の
笑
顔
』、

と
に
か
く
笑
顔
いっ
ぱ
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
繋
ぎ
広
げ
る
、
江
北
町

の
元
気
づ
く
り
取
り
組
み
も
行
って
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に
は
継
続

し
た
取
り
組
み
に
対
し
て
国
土

交
通
大
臣
か
ら
は
感
謝
状
、

佐
賀
国
道
事
務
所
よ
り
功
労

賞
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
国

道
（
34
号
）
を
通
行
さ
れ
る

み
な
さ
ま
に
も
道
路
を
彩
る
花

空
間
で
和
や
か
な
気
持
ち
で
目

的
地
に
向
か
っ
て
頂
け
る
よ
う

に
江
北
町
流
『
お
も
て
な
し
』

で
お
迎
え
し
ま
す
。

　

長
崎
大
学
道
守
養
成
講
座
は
、

道
守
九
州
会
議
創
設
の
４
年
後
の

平
成
20
年
度
か
ら
科
学
技
術
振
興

調
整
費
の
支
援
を
得
て
開
始
し
ま

し
た
。
長
崎
県
内
の
自
治
体
職
員
、

建
設
業
界
、
地
域
住
民
を
対
象
と

し
、
ま
ち
お
こ
し
の
基
盤
と
な
る

道
路
イ
ンフ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
や

長
寿
命
化
に
係
る
各
種
技
術
レベル

を
有
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る

講
座
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

　

講
座
は
４
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
道
守
補
助
員
は
入
門
コ
ー
ス
で

道
路
の
異
常
に
気
付
け
る
一
般
市
民
が
対
象
。
道
守
補
、
特
定
道
守
、

道
守
は
土
木
技
術
者
を
対
象
と
し
た
専
門
コ
ー
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
点
検
、

診
断
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
当
で
き
る
こ
と
が
到
達
レ
ベ
ル
で
す
。
養
成

し
て
き
た
道
守
は
、
国
土
交
通
省
の
民
間
資
格
と
し
て
登
録
さ
れ
、
国
県

市
町
の
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
い
て
配
置
技
術
者
の
評
価
に
組
み
込
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、S
I
P
「
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理・更
新
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
」
に
お
い
て
、
道
守
の
方
々
と
共
に
、
イ
ン
フ
ラ
点
検

技
術
の
実
証
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

塩
野
七
生
著
『
ロ
ー
マ
人
の
物
語
Ⅹ
』
に
は
、「
イ
ン
フ
ラ
と
は
人
間
が
人

間
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
大
事
業
で
あ

る
」
と
あ
り
ま
す
。
イ
ンフ
ラ
の
重
要
性
は
建
設
事

業
に
携
わ
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
広
く一般
市
民
の

合
意
と
し
て
浸
透
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
で
も
遥
か
律
令
制
時
代
に
大
化
改
新
の
詔
で
謳

わ
れ
た
古
代
の
道
「
七
道
駅
路
」
が
造
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
は
租
庸
調
の
ほ
か
に
雑
徭
と
い
う
労

役
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
労
役
の
遺
伝
子
が  

道
守  

に
も
繋
がって
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

は
か
た
夢
松
原
の
会

理
事
長

礒
谷 

慶
子
氏

「
江
北
町
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
」
代
表

岸
川 

富
差
子
氏

道
守
長
崎
会
議
代
表
世
話
人

松
田 
浩
氏

“

”

【
第
一
部
】 

地
域
の
活
動
報
告
①

♦ 

鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

地
域
の
活
動
報
告
②

♦ 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

「
未
来
を
担
う
若
い
世
代
と
地
域
と
の
交
流
紹
介
」

鳥越 天宮宇地原 亮

〈発表者〉

『
ス
ポ
G
O
M
I
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３
出
場
』

　

ゼ
ミ
活
動
の一
環
で
令
和
５
年
６
月
17
日
（
土
）
浜
平
海
岸
で
開

催
さ
れ
た
ス
ポ
G
O
M
I
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
頃
、
競
技
論
・
実
習
（
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
）
の
授
業
で
海
洋
ゴ
ミ

の
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
深
刻
な
事
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
現
場
に
足
を
運
ぶ
と
想
像
を
超
え
る
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
海
洋
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
海
を
き
れ
い
に
し
て
い
く
と
い
う

気
持
ち
が
よ
り
一層
芽
生
え
た
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
、
よ
り
多
く
の
方
が
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
吾
平
の
中
央
麓
地
区
町
内
会
で
は
、
毎
年
ま
ち

づ
く
り
を
学
ぶ
た
め
、
鹿
児
島
大
学
の
学
生
が
地
域
の
行

事
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
鹿
大
の
金
子
教
授
が
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
こ
の
活
動
は

始
ま
り
ま
し
た
。
年
に
数
回
、
ゼ
ミ
生
が
地
域
の
お
祭
り

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
企
画
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
、６
月
29
日
・
30
日
に
中
央
麓
地
区
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。ゼ
ミ
生
９
名
が
訪

問
し
、地
元
の
小
学
生
と
夏
休
み
の
計
画
を
考
え
た
り
、

ミ
ニ
夏
祭
り
の
運
営
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し
た
。地
元
の

方
々
か
ら
も
「
地
域
に
活
力
が
出
て
う
れ
し
い
。」
と
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
も
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
交
流
の
輪
を
続
け
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

「
笑
顔
いっ
ぱ
い
！
花
いっ
ぱ
い
！
」

地
域
の
道
を
だ
れ
が
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
！

〜「
道
守
」 

古
代
か
ら
の
遺
伝
子
〜

水
と
緑
と
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
37
年

〜
緑
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
〜

【
第
二
部
】 

道
守
活
動
報
告

福
岡

佐
賀

長
崎

国道周辺の花壇を綺麗な花でいっぱいに

そらいろ保育園児水遣り

学生、企業、住民と花植

花の入れ替えから周辺掃除まで

専門コースの点検の実習

道守ｰ地域の道を守っていく仕組みｰ

スポGOMIワールドカップ2023にて

この交流の輪を続けられたらー 子ども・学生の交流会
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や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
道
路

が
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

60
周
年
に
か
け
て
、
県
境
を

超
え
て
大
分
県
か
ら
熊
本

県
ま
で
の
60
㎞
に
渡
っ
て

ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
予
定
で
す
。

今
年
は
、
大
分
県
の
後
押
し

も
あ
り
告
知
を
関
西
ま
で

広
げ
て
、
P
R
を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
融
合

を
目
指
し
ま
す
。
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
企
画
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
路
か
ら
少
し
離
れ
ま
す
が
、
７
月
13
日
に
は
、
岡
城
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
旧
天
守
へ
の
道
や
奇
麗
に
組
ま
れ
た
石
垣
に
ロ
ー
プ
安
全

帯
を
つ
け
て
草
む
し
り
を
行
い
ま
す
。
登
山
が
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
１
月
、
２
月
、

４
月
と
定
期
的
に
、
近
自
然
工
法
を
取
り
入
れ
た
登
山
道
の
整
備
も

イ
ベン
ト
化
し
、
親
子
連
れ
や
若
い
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う
な
宇
宙
に
つ
な
が
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
年
は
１
月
、
４
月
の
能
登
半
島
地
震
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
岡
城

清
掃
活
動
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
大
学
生
や
若
い
メ
ン

バ
ー
が
多
く
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
若
さ

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
す
る
こ
と
で
未

来
は
明
る
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
、一
人
で
も

多
く
の
若
者
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

大
分
市
西
部
海
岸
地
区
は
、
海
の
玄
関
口

と
し
て
中
世
よ
り
南
蛮
貿
易
の
要
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
室
町
時
代
後
期
に
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
や
明
と
の
貿
易
を
行
っ
た
大
友
宗

麟
公
は
、
こ
の
地
区
に
あ
る
浜
辺
を
交
易
港

と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
代
で
は
１
９
１
１
年
（
明
治
44

年
）
に
J
R
西
大
分
駅
が
開
業
。
鉄
道
に
よ

る
陸
運
と
大
分
港
を
拠
点
と
す
る
海
運
と
を

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
物
流
を
促
進
し
、

産
業
を
振
興
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
し
た
。
昭
和
初
年
に
は
、
大
分
と
別
府
を
結
ぶ
別
大
道
路
拡
幅
工
事

が
行
わ
れ
、
昨
今
で
は
国
道
10
号
の
６
車
線
化
に
伴
い
、
１
日
に
７
万
台

も
の
車
が
行
き
交
って
い
ま
す
。

　

J
R
西
大
分
駅
か
ら
徒
歩
２
分
に
あ
る
か
ん
た
ん
港
園
は
、
３
６
５
日

花
々
が
咲
き
、
地
元
企
業
の
寄
付
や
地
元
の
有
志
、
自
治
会
な
ど
の
尽
力
で

成
り
立って
お
り
、訪
れ
る
人
た
ち
に
癒
し
を
与
え
る
場
所
と
なって
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
地
域
に
新
道
の
駅
た
の
う
ら
ら
開
業
、
ま
た
ホ
ー
バ
ー

フェ
リ
ー
就
航
と
立
て
続
け
に
交
通
の
要
と
な
る

拠
点
が
出
来
、
か
つ
て
の
玄
関
口
と
し
て
の
期
待

が
高
ま
って
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
よ
り
、
自
治
会
に
よ
る
お
花
の
お

も
て
な
し
活
動
を
行
い
、
国
道
10
号
沿
い
の
フ
ラ

ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
お
世
話
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
春
に
は
、
J
R
九
州
や
か
ん
た
ん
港
ま
ち

づ
く
り
の
皆
さ
ん
、
国
交
省
な
ど
西
大
分
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
花
植
え
も
協
働
で
行
い
ま
し
た
。

　

海
と
山
が
近
く
、
交
通
の
便
も
良
い
素
晴
ら

し
い
場
所
を
花
で
いっ
ぱ
い
に
し
て
、
人
が
集
ま

る
土
台
を
作
って
い
き
た
い
！
と
思
って
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
で
道
守
活
動
が
始
ま
っ

た
翌
年
の
2
0
0
5
年
か
ら
、宮
崎

市
内
の
民
間
事
業
者
が
集
ま
っ
て

橘
通
り
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
『
ま
ち
ん
な
か
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
』
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
も
う
す
ぐ
20
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
春
は
４
月
の

第
３
土
曜
日
、宮
崎
国
際
音
楽
祭

の
開
幕
１
週
間
前
、
秋
は
宮
崎
神
宮
大
祭
の
開
催
１
週
間
前
に
毎
年

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
商
店
街
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

一
緒
に
な
り
、
宮
崎
に
訪
れ
る
方
を
美
し
い
花
々
で
お
出
迎
え
し
よ
う

と
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

宮
崎
市
内
の
民
間
事
業
者
24
社
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

で
す
が
、
発
足
当
初
は
、
メ
ン
バ
ー
も
若
く
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
な
っ
て
植
栽
と
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
も

大
き
く
な
り
、
進
学
や
就
職
で
故
郷
を
離
れ
る
者
も
多
く
、
最
近
は

少
し
淋
し
い
で
す
が
、
今
で
は

い
い
思
い
出
で
す
。
最
近
は
各

企
業
か
ら
の
若
手
の
社
員
さ
ん
や
、

外
国
人
実
習
生
も
一
緒
に
参
加

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
員
揃
っ
て
は
年
に
２
回
の

参
加
で
す
が
、
各
参
加
事
業
者

も
、
地
域
の
清
掃
活
動
等
に
も

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
道
な
が
ら
も
仲
間

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
地
域

貢
献
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

株
式
会
社
シ
ェル
パ
　

代
表
取
締
役

阿
南 

大
吉
氏

西
生
石
自
治
会

川
端 

清
治
氏

『
チ
ー
ム
M
。』
代
表

児
玉 

清
和
氏

　科学観測ロケットおよび
人工衛星の打ち上げならびに
それらの追跡やデータ取得な
どの業務を行っています。山の
地形を利用して造成された台
地に機能的に建物が配置され
ている、世界でも珍しい特色の
あるロケット打ち上げ場です。

　内之浦エリア中心部からＪＡＸＡ
内之浦宇宙空間観測所までの、
国道４４８号線。惑星ロードに
架かる６つの橋には、太陽系
の惑星の名前がつけられてい
ます。各橋の親柱は、ここか
ら打ち上げられ、宇宙開発の
一時代を築いた科学衛星や
ロケットの部品をモチーフとして
デザインしてあります。

２日目の現地体験学習会は、「大隅の歴史と未来を感じるツーリズム」と
「鹿屋の風光明媚と平和への想いツーリズム」の２コースを準備しました。
鹿屋市をはじめ大隅半島の見所を詰め込んだコースとなっています。

また、大隅地域の魅力満載のガイドブックを交流会でお配りしますので是非ご活用ください。

　日本の初代天皇である神武天皇は、今から約２７００年前、ここ大隅の地でご誕生になり、後に大和地方平定のため、柏原の港より
御出航されたという言い伝えがあります。“日本の起源” とも言えるここ大隅の地で、神武天皇の御父君と御母君の御陵である吾平山上陵
（あいらのやまのうえのみささぎ）（※地元では「あいらさんりょう」と呼ばれ親しまれています）を訪れ「日本の始まり」に思いを馳せ、
その後は、ＪＡＸＡ内之浦宇宙空間観測所で、気が遠くなるほど、どこまでも広がる “宇宙（未来）” を感じるコースとなっています。

　鹿児島県下の神代三山陵の
一つとされており、全国でも
珍しい岩屋の陵（塚堀）で、
神武天皇の御父君と御母君の
御陵です。５００ｍほど続く参道
は、緑が美しく、川のせせらぎ
がやさしく、まさに神 し々い雰
囲気を醸し出しています。春
は桜、秋は紅葉の名所として
も知られています。

8：00

12：40

集合

バラ通り220

吾平山上陵

惑星ロード

JAXA 内之浦
宇宙空間観測

どっ菜市場

解散

　鹿屋市には、太平洋戦争時
に３つの飛行場が存在し、鹿屋
海軍航空基地からは９０８名、
串良基地からは３６３名、計
１２７１名という日本で一番多く
の特攻隊員が出撃しました。
史料館では、彼らの写真や遺
書、遺品等が展示されています。
戦争の歴史を学び平和とは何
かを考える場所です。

　8ｈａの広大な敷地に３万５千
株のばらが植えられている日本
最大規模を誇るばら園。広い
園内には、王族や貴族の名前
がついたばらを集めた「ロイ
ヤルガーデン」などテーマごと
に分けられ、温室では切花体
験（有料）も楽しめます。鹿屋
オリジナルのばらもあります。

　鹿屋の風光明媚と言えば、まずは海に浮かぶ鳥居が特徴の「荒平天神」。学問の神様として有名です。そして次は言わずもがな “かのや
ばら園”。鹿屋がばらの町と言われる所以です。８ｈａの広大な敷地に３万５千株のバラがお出迎えします。そして、鹿屋航空基地史料館
では、戦争の歴史を学び平和とは何かを考えます。太平洋戦争時に、鹿屋海軍航空基地からは多くの特攻隊員が出撃しました。史料館
では彼らの写真や遺書、遺品等が展示されています。

　県道６８号線沿いにある海に
突き出た島のような岩山上（天
神島）に神社が建立されている
風光明媚な場所です。潮の満
ち引きや時間帯、季節によって
様々な表情を見せてくれます。
拝殿までのロープを頼りに急な
階段を上がります。満潮時に
拝殿までの道がなくなってしま
うので気を付けてください。

8：00

12：40

集合

バラ通り220・
郷之原夢楽づくり

荒平天神
（菅原神社）

かのやばら園

鹿屋航空基地
史料館

どっ菜市場

解散※ 写真は春のシーズンです。
　 秋のシーズンとは異なります。

●JAXA内之浦
　宇宙空間観測所

●惑星ロード●吾平山上陵

●鹿屋航空基地史料館●かのやばら園●荒平天神（菅原神社）

みちづくし in 鹿屋 2024

Aコース 大隅の歴史と未来を感じるツーリズム

現地体験学習 10月25日（金）

Bコース 鹿屋の風光明媚と平和への想いツーリズム

花
いっ
ぱ
い
活
動
で
人
が
集
う
土
台
を

『
ま
ち
な
か
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
』参
加
20
年
へ

熊
本

大
分

宮
崎

や
ま
な
み
開
通
60
年
、60
㎞
の
ゴ
ミ
ひ
ろ
い

国道10号沿いの歩道の
花の植え込み

まちんなかフラワーパークの開会式。「チームM。」をはじめ、
毎回多くの市民が参加する

JR西大分駅からかんたん港園までの道沿いに
花のプランターを設置した参加者　

国道10号に設置した
フラワーポット

やまなみハイウェイ清掃

能登ボランティア

技能労働者（ミャンマー）の青年達
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み
ん
な
で
街
を
き
れ
い
に
し
よ
う
！
き
れ
い
な
環
境

で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
！
と
、
２
０
０
６

年
１
月
、旅
館
の
女
将
、商
工
・
観
光
関
係
者
で
「
小

浜
温
泉
57
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

◆ 

環
境
美
化
活
動

　

国
道
57
号
の
小
浜
地
区
・
千
々
石
地
区
の
花
壇
の

花
植
え
や
除
草
、
植
栽
の
剪
定
な
ど
実
施
。「
平
松

な
か
よ
し
花
壇
」
と 「
か
み
の
だ
花
壇
」
は
、
地
域
の

自
治
会
と
協
働
で
行
い
、
い
つ
も
き
れ
い
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
日
本
風
景
街
道
「
島
原

半
島
う
み
や
ま
街
道
」
の一斉
清
掃
で
は
、
温
泉
街
の

国
道
・
市
道
・
公
園
を
各
種
団
体
・
自
治
会
に
呼
び

か
け
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
開
催
さ
れ
る
「
長
崎
県
高
校
駅
伝
大
会
」
の

前
に
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
「
完
走
の
華
」
ブ
ロ
ン
ズ

像
を
小
浜
高
校
生
と
洗
浄
。
コ
ー
ス
を
清
掃
し
て
い

ま
す
。

◆ 「
通
り
名
」
表
示
板
の
設
置

　
２
０
０
９
年
３
月
、
小
浜
温
泉
に
訪
れ
た
人
の
道

案
内
に
な
る
よ
う
に
と
、「
通
り
名
」
表
示
板
を

15
通
り
に
設
置
。
沿
道
に
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
を
植
樹
し
て

い
る
国
道
57
号
と
２
５
１
号
は
、「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
通
り
」

と
命
名
し
ま
し
た
。

◆ 

道
の
安
全
調
査

　

国
道
57
号
を
小
浜
維
持
出
張
所
と
歩
い
て
道
路
の

施
設
を
調
査
し
、
地
域
の
要
望
な
ど
も
加
え
、
こ
れ

ま
で
、
歩
道
の
新
設
、
危
険
箇
所
の
防
護
柵
設
置
、

舗
装
改
修
、
電
線
地
中
化
な
ど
実
現
す
る
こ
が
で
き

ま
し
た
。

◆ 

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
街
道
づ
く
り

　
２
０
０
８
年
３
月
、
国
道
57
号
の
街
路
樹
に
ジ
ャ
カ

ラ
ン
ダ
６
本
の
植
樹
か
ら
始
ま
り
、
２
０
１
２
年
２
月
、

雲
仙
市
民
提
案
事
業
「
小
浜
温
泉
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
街

道
づ
く
り
」
で
公
園
や
国
道
沿
線
に
約
１
５
０
本
を

植
樹
。

　

国
道
57
号
赤
崎
緑
地
帯
や
公
園
に
２
０
０
９
年
か

ら
続
け
て
い
る
、
小
浜
小
学
校
６
年
生
の
卒
業
記
念

植
樹
。
道
路
協
力
団
体
の
活
動
と
し
て
、
国
道
57
号

の
花
壇
に
植
樹
し
、
苗
木
を
増
や
す
と
共
に
、
販
売

し
て
、
道
路
の
環
境
美
化
財
源
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
花
び
ら
が
、
ひ
ら
ひ
ら
と
散
り
、

地
面
が
薄
紫
の
絨
毯
に
な
る
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
・
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
る
と
幸
せ
に
な
る
と
い
い
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン

ダ
は
小
浜
温
泉
の
初
夏
の
風
物
詩
に
な
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
が
並
木
に
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ー
花
期
は
６
月
上
旬
か
ら
ー

◆ 

小
浜
温
泉
57
だ
よ
り
発
行

　
６
月
27
日
、
第
１
５
１
号
を
発
行
。
長
崎
河
川
国

道
事
務
所
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
小
浜
温
泉
57　

竹
馬
朋
宏
）

　

長
崎
県
五
島
市
に
あ
る
奈
留
町
は
五
島
列
島
に
あ
る
人
口
２,
０
０
０
人
弱
の

島
で
す
。

　

私
の
育
っ
た
島
で
、
小
さ
い
頃
、
陸
上
を
し
て
い
て
よ
く
走
っ
た
道
で
す
。

島
の
道
路
に
な
る
の
で
、
海
と
面
し
た
道
路
と
い
う
の
が
特
徴
的
で
、
細
い
道

に
な
れ
ば
車
の
す
れ
違
い
で
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
通
る
。
車
を
運
転
す
る
人

に
運
転
技
術
が
求
め
ら
れ
る
、
そ
ん
な
特
徴
を
持
っ
た
道
で
す
。

　

今
と
な
っ
て
は
、人
口
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、小
学
校
〜
高
校
ま
で
あ
り
、

ダ
ム
や
ト
ン
ネ
ル
、
信
号
な
ど
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
も
の
は
今
で
も
し
っ
か
り

と
有
り
ま
す
。
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
江
上
天
主
堂
や
ユ
ー
ミ
ン
（
松
任

谷
由
実
）
さ
ん
が
作
詞
・
作
曲
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
崎
県
立
奈
留
高
等
学
校
の

校
歌
の
歌
碑
が
あ
る
の
も
胸
を
張
っ
て
言
え
る
自
慢
で
す
。
そ
の
地
点
ま
で
人

を
つ
な
い
で
く
れ
て
い
る
の
が
、
長
崎
県
道
１
６
８
号
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
島
の
道
路
で
は
学
生
の
頃
、
植
樹
（
椿
の
木
）
を
し
た
場
所
も
あ

り
道
路
に
関
す
る
景
観
に
つ
い
て
も
意
識
を
持
つ
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
五
島
市
の
特
産
品
と
し
て
、
椿
油
が
有
り
ま
し
た
の
で
椿
の
木
を

植
樹
す
る
経
験
を
い
た
だ
け
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。）
そ
の
為
、
大
分

に
来
て
か
ら
佐
賀
関
に
向
か
う
国
道
１
９
７
号
線
は
地
元
を
思
い
出
さ
れ
る

街
並
み
で
個
人
的
に
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
道
で
す
。
日
本
風
景
街
道
で

２
０
２
３
年
に
関
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
花
ま
つ
り
の
案
内
を
見
た
と
き
に
は
、
地
元

と
似
た
親
近
感
を
持
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

道
守
に
携
わ
っ
て
数
年
経
ち
ま
す
が
、
島
で
育
っ
た
時
の
経
験
し
て
き
た
事

が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
と
常
々
感
じ
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
行
っ
て
い
た
地
区

の
ゴ
ミ
拾
い
で
は
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
事
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
し
、
椿
の
植
樹
を
通
し
て
道
路
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
分
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
下
の
子
た
ち
に
繋
げ
て
い
け
る
工

夫
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
道
守
会
員
で
す
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■  プロフィール

江口 元気（えぐち・げんき）
所属：西日本コンサルタント株式会社 
　　　総務部
　　　道守大分会議事務局 会計

潮風を浴びながら走れる離島の道
長崎県道168号 長崎県五島市奈留町

長
崎

地
域
か
ら

の
報
告

小
浜
温
泉
５７

あ
る
も
の
を
活
か
す
　
ま
ち
づ
く
り

で
き
る
こ
と
を

で
き
る
と
き
に

旅館女将の早朝清掃

国道５７号 かみのだ花壇　花植

道路ふれあい月間　温泉街清掃

小浜高校生徒とブロンズ像の洗浄 花びらの散る様は、まるでジャカランダ・シャワー

小浜小学校６年生卒業記念
ジャカランダ植樹

奈留島の写真

ユ
ー
ミ
ン
作
詞・作
曲
の
校
歌
の
歌
碑

奈留島の遠命寺トンネル
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り

は
、
２
０
０
６
年
設
立

よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」「
災
害
救
援
活

動
」「
環
境
美
化
・
保

全
」「
子
供
保
全
育
成
」

な
ど
、
行
政
と
地
域

の
団
体
、
イ
ベ
ン
ト
を
繋
ぎ
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
鹿
児
島
県
で
は
、「
２
０
２
３
か
ご
し
ま
総
文
祭
」
と「
燃

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」
と
い
う
国
内
最
大
の
祭
典
が
２
つ

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
総
文
祭
」
で
は
、
様
々
な
制
限
が
あ
る
な
か
行
政
と
協
働
で
、

パ
レ
ー
ド
の
ゴ
ー
ル
地
点
辺
り
に
花
壇
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
花
壇
の
花
は
、
全
国
の
高
校
生
に
よ
る
芸
術
文
化

活
動
の
発
表
の
場
な
の
で
、
会
員
で
あ
る
神
村
学
園
の
高
校
生
に

育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
国
体
」で
は
、行
政
、近
く
の
認
定
こ
ど
も
園
と
協
働
で
、

園
児
と
一
緒
に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
花
を
植
え
、
園
児
が
書
い
た
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
シ
ー
ル
を
貼
り
、
会
場
近
く
へ
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
風
景
街
道

を
は
じ
め
様
々
な
団
体
を

繋
ぐ
お
手
伝
い
を
続
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
活
性

化
し
、
地
域
振
興
の一
助
と

な
り
た
い
で
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り　

矢
内
利
奈
）

　

当
法
人
は
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震

が
あ
っ
た
平
成
17
年
か
ら
、
親
子
、

保
護
者
、
子
育
て
支
援
者
、
小
学
生

な
ど
を
対
象
に
「
防
災
・
減
災
」
啓
発

教
室
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

教
室
の
ポ
イ
ン
ト
の一つ
が
、
避
難
路

と
し
て
「
み
ち
」
を
見
る
こ
と
。

　

国
交
省
の「
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」

に
各
自
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ク
セ
ス

し
て
、
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害

リ
ス
ク
情
報
を
見
る
の
で
す
が
、
こ
の

時
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
自
宅
付
近
」

だ
け
を
見
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
災

害
は
自
宅
に
い
る
時
に
起
き
る
と
は
限

ら
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
日
常
出
か

け
る
先
と
、
そ
こ
に
移
動
す
る
た
め
の

「
み
ち
」（
経
路
）
の
情
報
も
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
族
で
話
し
合
っ
た
避
難
場
所
へ
行
く
際
に
こ
の
道

を
歩
く
と
い
う
視
点
で
、
実
際
に
歩
い
て
、
マッ
プ
だ
け
で
は
得

に
く
い
情
報
（
溝
が
あ
る
、
坂
が
急
だ
、
な
ど
）
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
お
話

し
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
常
時
に
『
み
ち
』
の
情
報

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
命
を
守
る

行
動
に
つ
な
が
る
」。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
男
女
・
子
育
て
環
境
改
善
研
究
所

　

事
務
局
長　

冨
山
万
里
子
）

　

株
式
会
社
丸
福
建
設
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
道
守
佐
賀
会
議
に
入
会

し
、
地
域
貢
献
と
し
て
多
く
の
清
掃

活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
弊
社

の
活
動
拠
点
エ
リ
ア
は
、
毎
年
11
月

に
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
る
地
域
で
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
県
外
か
ら

も
大
勢
の
見
物
客
が
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
玄
関
口
で
も
あ
る
J
R
久
保
田

駅
周
辺
及
び
国
道
２
０
７
号
沿
線
の

清
掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
道
守
佐
賀
会
議
に
て
開
催
さ
れ
た
「
佐
賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り

清
掃
」
や
「
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
応
援
清
掃
」
等
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
地
域
の
方
た
ち
と
一
緒
に
社
会
の
環
境
保
全
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
道
路
事
業
に
深
く
関
わ
る
者
と
し
て
、
感
謝
の

気
持
ち
を
も
っ
て
、
高
品
質
の
施
工
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

道
路
の
清
掃
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　

  （
土
木
管
理
部　

富
山
壱
星
）

　
６
月
20
日
（
木
）、
阿
蘇
瀬
の
本
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
別
館
に
て
、
基
調
講
演
の
あ
と
、「
こ
れ

か
ら
の
や
ま
な
み
ハ
イ
ウェイ
の
活
動
」
と
し
て

全
員
が
意
見
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク
ショップ
形
式

で
６
つの
テ
ーマ
に
分
け
議
論
を
交
わ
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
イ
ンバ
ウ
ン
ド
や
地
域
固
有

の
観
光
資
源
の
発
掘
な
ど
、
修
景
は
４
年
前

の
立
ち
上
げ
か
ら
重
要
な
案
件
で
あ
る
。
今
回

も
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
60
年
前
の
展
望
か
ら
今
日
の
や
ま
な
み

ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
杉
の
木
や
雑
木
林
に
覆
わ
れ
て
展
望
が
悪
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
「
何
と
か
な
ら
な
い
か
？
」
と
強
い
意
見
も
出
た
。

　

今
回
、
林
野
庁
玖
珠
営
林
署
か
ら
瀬
の
本
ま
で
長
者
原
間
で

３
０
０
m
に
及
ぶ
杉
の
伐
採
を
し
て
九
重
連
山
や
阿
蘇
山
の
展
望

が
良
く
な
っ
た
と
報
告
が
あ
る
。
確
か
に
素
晴
ら
し
い
景
観
が
広

が
っ
て
修
景
活
動
が
前
進
し
た
思
い
だ
。
サ
イ
ク
ル
で
は
ツ
ー
ル
ド

九
州
大
会
で
や
ま
な
み
を
走
る
区
間
も
あ
り
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
お
も

て
な
し
に
つ
な
げ
た
い
と
、
今
年
も
10
月
５
日
（
土
）
に
実
施
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
や
ま
な
み
ハ
イ
ウェ
イ
開
道
60
周
年
の
記
念

の
年
に
60
㎞
ゴ
ミ
拾
い
作
戦
が
実
施
さ
れ
る
。
環
境
省
阿
蘇
事

務
所
か
ら
自
然
や
風
景
環
境
な
ど
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
。
や
ま
な
み

ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
大
分
県
・
熊
本
県
と
分

か
れ
る
が
そ
の
垣
根
を
越
え
、
多
く
の

人
た
ち
が
集
ま
り
熱
い
想
い
を
語
る
。

国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
な
ど
と
手
を

取
り
合
って
道
の
活
用
や
自
然
と
の
共

生
で
美
し
い
風
景
と
道
が
結
び
合
って

い
く
な
ら
今
回
の
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
意
味
は
大
き
い
と
思
う
。

（
阿
南
誠
志
）

 

　

西
生
石
自
治
会
は
、
西
大
分
駅

交
差
点
付
近
〜
大
在
大
分
港
線
（
通
称

40
m
道
路
）
手
前
の
国
道
10
号
区
間

を
中
心
に
定
期
的
に
地
域
の
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
特
に

暑
く
、
朝
５
時
台
か
ら
活
動
を
開
始

し
、
国
道
10
号
沿
い
鳴
門
う
ど
ん
か
ら

大
分
生
石
郵
便
局
ま
で
約
２
０
０
m

の
両
サ
イ
ド
に
設
置
し
て
い
る
20
数
台

の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
道
路
植
栽
帯
に
あ
る

花
壇
への
水
や
り
が
大
変
で
し
た
。

　
２
０
２
４
年
春
に
は
、
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
木
造
駅
舎
が

残
る
J
R
西
大
分
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修
工
事
が
終
わ
り
、

駅
前
に
あ
る
憩
い
の
広
場
に
あ
る
お
世
話
を
し
て
い
る
花
も
咲
き

誇
り
、
休
む
人
や
、
通
り
す
が
り
方
か
ら
「
キ
レ
イ
で
す
ね
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

花
苗
の
選
定
や
植
え
付
け
に
関
し
て
は
、
同
じ
地
区
に
住
む

行
政
O
B
で
お
花
の
プ
ロ
に
相
談
を
し
な
が
ら
、
適
切
な
花
を

予
算
内
で
選
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
今
は
自
治
活
動
に
無
関
心
な
人
も
多
い
で
す
が
、
町
全
体

が
キ
レ
イ
に
な
る
た
め
に
、
効
率
よ
く
、
無
理
な
く
、
地
域
の
美
化

活
動
に
こ
れ
か
ら
も
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
自
治
会
長　

川
端
清
治
）

　

道
の
駅
き
た
ご
う
は
令
和
５
年
10
月

１
日
、
日
南
市
北
郷
町
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
施
設
内
に
は
九
州
最
大
級

の
『
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
』
が
併
設

さ
れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
食
事
は
地
元
で
と
れ
た
新
鮮

な
魚
が
食
べ
ら
れ
る『
か
つ
を
専
門
店
』、

本
格
ナ
ポ
リ
ピ
ザ
が
食
べ
ら
れ
る
『
レ

デ
ィ
ゴ
ー
ラ
ン
ド
』
が
あ
り
子
供
と
公
園

で
遊
び
な
が
ら
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。
お
土
産
商
品
に
は
野
菜
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 

か
つ
を
の
た
た
き
ガ
ー
リ
ッ
ク
風
味  

や
目
井
津

港
で
地
元
の
焼
酎
を
海
中
に
沈
め
た  

海
底
熟
成
酒  

な
ど
海
の

幸
、
山
の
幸
が
楽
し
め
ま
す
の
で
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

道
守
活
動
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
前
９
月
23
日
に
植
栽
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、宮
崎
文
化
本
舗
、川
上
木
材
、

武
蔵
野
美
大
、
宮
崎
大
学
の
生
徒
と
道
の
駅
職
員
で
す
。
悪
天
候

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
お
手
伝
い
頂
き
入
口
の

花
壇
に
は
綺
麗
な
花
が
彩
ら
れ
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に
も
す
ご
く

綺
麗
と
言
って
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
後
と
も
道
守
活
動

を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
と
繋
がって
行
き
良
い
道
の
駅
を
築
い
て

い
き
ま
す
。　
　
　
　

  （
道
の
駅
き
た
ご
う　

駅
長　

小
道
修
平
）

“

”

“

”

N
P
O
法
人
き
ら
り 
（
薩
摩
川
内
市
）

道
守
活
動
を
繋
げ
る
お
手
伝
い

N
P
O
法
人
男
女
・
子
育
て
環
境
改
善
研
究
所 

（
福
岡
市
）

「
防
災
・
減
災
」
の
視
点
か
ら

「
み
ち
」
を
見
て
み
よ
う

㈱
丸
福
建
設 

（
佐
賀
市
）

地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て

自
然
を
愛
す
る
会 

（
南
小
国
町
）

や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト

西
生
石
自
治
会
（
大
分
市
）

海
の
見
え
る
美
し
い
西
大
分
地
区
を

花
で
彩
る
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
！

道
の
駅
き
た
ご
う
（
日
南
市
）

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
、
大
学
生
ら
が

花
植
え
活
動

い
く   

し

鹿
児
島

福
岡

佐
賀

熊
本

大
分

宮
崎

避難する「みち」についても台本に入れている、親子対象教室用
オリジナルエプロンシアター

久保田地区清掃活動

歴史・文化のテーマで熱く語り合う

さが桜マラソン応援清掃

88名も集まった参加者

佐賀城下ひなまつり清掃

自治体発行のハザードマップでも
「みち」の災害リスクを確認

道の駅きたごう店内

オープン時の道守植栽活動の
参加者

かごしま総文祭での
ひまわりのオブジェ

かごしま国体に向けて花を育てる園児

国道沿いにおいている
フラワーポット

土の状態がよくないので、
花壇に適した土を入れたい

道の駅に併設したインクルーシブ公園

朝の時間帯にできるだけ活動しています
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九
州
風
景
街
道
推
進
会
議
で
は
、
ル
ー
ト
の
取
組
が
地
域
の
魅
力
を
発
掘
、
維
持
、
発
展

さ
せ
、
他
地
域
の
人
々
へ
魅
力
を
提
供
す
る
内
容
と
な
り
、
そ
の
取
組
が
当
該
ル
ー
ト

ば
か
り
で
な
く
、
他
ル
ー
ト
の
更
な
る
取
組
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
優
秀
な
活
動
を

実
施
し
た
ル
ー
ト
を
年
間
優
秀
活
動
賞
と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
年
間
優
秀
活
動
賞
は
、
な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
、
北
九
州
お
も

て
な
し
の  

ゆ
っ
く
り
か
い
ど
う  

、
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
の
３
ル
ー
ト
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
で
は
、若
年
層
に
対
し
ル
ー
ト
の

知
名
度
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、諫
早
農
業
高
校
の
学
生

15
名
と
顧
問
教
員
を
招
待
し
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
ル
ー
ト
沿
線
の
見
ど
こ
ろ
や
各
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
工
事
現
場
見
学
、
写
真
撮
影

を
通
し
て
ル
ー
ト
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
後
に
は
、長
崎
県
庁
ロ
ビ
ー
に
て
ツ
ア
ー
中
に
撮
影
し
た

写
真
の
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
ル
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
と
知
名
度

向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
活
動
は
、地
域

の
交
流
や
魅
力
発
信

に
若
年
層
を
取
り

込
み
、ル
ー
ト
の
魅
力

や
活
動
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
取
組
と
な
った

点
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
九
州
お
も
て
な
し
の  

ゆ
っ
く
り
か
い
ど
う  

で
は
、北
九
州
風
景
街
道
の
知
名
度
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
が
自
身
の
「
足
で
感
じ
」「
目
で
見
て
」「
知
識
を
深
め
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、「
風
景
街
道DAYs in 

小
倉
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
風
景
街
道
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
史
跡

探
訪
お
城
ウ
ォ
ー
ク
、
フ
ォ
ト
＆
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品

展
、
缶
バ
ッ
チ
作
り
体
験
、
駕
籠
＆
フ
ォ
ト
体
験
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
同
時
開
催
す
る
こ
と
で
日
本
風
景

街
道
の
取
組
に
つ
い
て
広
く
情
報
発
信
し
、
一
般
の
方
へ
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
活
動
は
、
多
様
な
取
組
に
よ
っ
て
、
日
本
風
景
街
道
を
知
ら

な
い
方
へ
向
け
た
効
果
的
な
広
報
活
動
を
行
っ
た
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
く
さ
風
景
街
道
で
は
、
天
草
街
道
お
も
て
な
し
一
斉
除
草
を
は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
団
体
に
よ
る
美
化
活
動
を
継
続
す
る
ほ
か
、特
徴
的
で
魅
力
的
な
風
景
や
地
域

資
源
と
相
性
の
良
い
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
通
じ
た
天
草
地
域
の
賑
わ
い
創
出

と
地
域
振
興
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

天
草
街
道
お
も
て
な
し
一
斉
除
草
で
は
、
行
政

と
民
間
が
一
体
と
な
り
、
天
草
管
内
の
主
要
道
路

で
あ
る
国
道
２
６
６
号
、
国
道
３
２
４
号
、
国
道

３
８
９
号
に
お
い
て
、ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
他
、天
草
高
校
、倉
岳
高
校
、上
天
草
高
校
、

牛
深
高
校
、
天
草
工
業
高
校
、
拓
心
高
校
（
本
渡

校
舎
・
マ
リ
ン
校
舎
）
の
高
校
生
、
天
草
市
、
上

天
草
市
、
芩
北
町
の
行
政
職
員
、県
天
草
広
域
本

部
職
員
等
、
合
計
２
９
０
６
人
の
参
加
者
と
共
に

美
し
い
道
路
景
観
に
関
す
る
機
運
の
醸
成
を
図
り

ま
し
た
。

　

本
活
動
は
、
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
継

続
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
然
を
愛
す
る
会
（
風
景
街
道
阿
蘇
路
・
道
守
く
ま
も
と
会
議
）の
呼
び
か
け
で
、
７
月

13
日
（
土
）
に
九
州
各
県
か
ら
ク
ラ
イ
マ
ー
40
名
、草
刈
り
44
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、

難
攻
不
落
の
堅
城
と
言
わ
れ
る
岡
城
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
し
た
。
9
時
30
分
の
開

会
に
は
土
居
昌
弘
竹
田
市
長
も
か
け
つ
け
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
く
。

　

時
折
雨
が
降
り
悪
天
候
の
中
で
の
作
業
に
な
る
が
、

ザ
イ
ル
に
命
を
預
け
て
ロ
ー
プ
に
下
が
る
ク
ラ
イ
マ
ー
に

は
、
30
m
の
石
垣
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
絶
好
の
ゲ
レ
ン
デ
と

な
る
。
二
の
丸
な
ど
は
草
刈
機
持
参
で
手
際
よ
く
雑

草
が
刈
ら
れ
て
い
き
、
石
の
階
段
は
手
作
業
で
草
を

取
る
。
竹
田
市
の
和
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら

そ
う
め
ん
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
差
し
入
れ
が
あ
る
。

15
時
に
終
了
。美
し
く
な
っ
た
岡
城
跡
に
参
加
者
の

皆
さ
ん
も
満
足
の
笑
顔
で
岡
城
跡
を
後
に
し
た
。

文
責　

阿
南
誠
志　

自
然
を
愛
す
る
会
代
表

風
景
街
道
「
阿
蘇
路
」
世
話
人

「
道
守
く
ま
も
と
会
議
」
世
話
人

”

“

”

“

な
が
さ
き
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド

　

高
校
生
フ
ォ
ト
＆
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ツ
ア
ー

　

花
いっ
ぱ
い
活
動
、
天
草
街
道
お
も
て
な
し
一
斉
清
掃

　

風
景
街
道D

AYs in 

小
倉
の
開
催

”

“

令
和
５
年
度
の
年
間
活
動
表
彰

あ
ま
く
さ
風
景
街
道

北
九
州
お
も
て
な
し
の 

ゆ
っ
く
り
か
い
ど
う

国
指
定
史
跡 

竹
田
市
岡
城

石
垣
草
刈
り
清
掃
ボ
ラ
ン
ティ
ア

第6回

九
州
風
景
街
道

令
和
５
年
度 

年
間
活
動
表
彰

募
集
ポ
ス
タ
ー

ツアー中に撮影した写真の展示会

次 と々岡城の石垣の草を刈っていくクライマーたち

階段の草取りはこつこつ手作業で 九州各地から集まったボランティアたち

諫早農業高校の生徒15名と清掃ボランティア実施

史跡探訪お城ウォークの様子

Instagramハッシュタグキャンペーンの
ノベルティ（マグカップ）

駕籠＆フォト体験の参加者 フォト＆スケッチコンテスト受賞作品展

がんばる高校生たち

天草おもてなし一斉清掃

清掃前の活動説明
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道
守
み
や
ざ
き
会
議　
世
話
人

新
名 

典
忠
氏

　

道
守
活
動
に
は
20
年
ほ
ど
関
わ
っ
て
お
り
、
道
守
み
や
ざ
き
会
議
の

代
表
世
話
人
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
、
現
在
は
宮
崎
地
区
の
世
話
人
を

し
て
い
ま
す
。

　

道
守
と
の
最
初
の
関
係
は
２
０
０
４
年
か
ら
国
道
２
２
０
号
線
沿
い

を  

橘
通
り
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド  

と
名
付
け
春
夏
の
年
２
回
、
約
１
㎞
の

歩
道
沿
い
の
花
壇
に
花
植
栽
を
行
い
、
宮
崎
を
訪
れ
る
人
々
に  

花
の
ま

ち
・
宮
崎  

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
の
植
栽
事
業
に
は
、
商
店
街
の

人
々
を
は
じ
め
、
企
業
・
団
体
や
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、

今
で
は
市
民
参
画
の
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
国
際
ツ
バ
キ
協
会
世
界
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
に
も
携
わ
り
宮

崎
市
椿
山
地
区
（
約
40　

）
に
約
５
５
，０
０
０
本
１
，１
０
０
種
の
椿

が
植
栽
さ
れ
た
こ
の
地
で
世
界
椿
大
会
を
開
催
し
、
そ
の
時
に 

世
界

優
秀
椿
庭
園 
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
約
４
５
０
世
帯
の
地
元
自
治
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

地
区
内
に
あ
る
市
街
区
公
園
（
約
６
，０
０
０
㎡
）
愛
護
活
動
で
花
植

栽
と
草
刈
り
な
ど
で
公
園
の
維
持
管
理
に
努
め
、
今
年
６
月
の
全
国
み

ど
り
の
集
い
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
賞
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
者
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
自
身
今
年
喜
寿
を
迎
え
、
体
力
的
に
は
厳
し
い
面
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と  

楽
し
く
、
無
理
な
く  

を

モ
ッ
ト
ー
に
、
自
身
の
体
力
維
持
、
健
康
管
理
の
意
味
合
い
を
含
め
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

ha

“

”

“
“

”
”

“

”

〇
今
年
の
み
ち
づ
く
し
大
会
は
鹿
児
島
の
鹿
屋

市
で
10
月
24
日
と
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
の
便
が
悪
い
の
で
、
参
加
者
の
動
向
が

心
配
で
し
た
が
、
４
０
０
名
の
方
た
ち
が
参
加

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
道
守 
〜
宇
宙
へつ
づ
く

光
る
道
へ
〜
」
で
す
。
鹿
児
島
の
道
守
活
動
を

中
心
に
各
県
か
ら
の
報
告
が
楽
し
み
で
す
。
今

後
の
道
守
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
の
現
地
体
験
も
バ
ス
３
台
で
の
見
学

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
之
浦
宇
宙
空
間

観
測
所
や
惑
星
ロ
ー
ド
、
バ
ラ
園
や
鹿
屋
航
空

基
地
資
料
館
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。「
宇

宙
」
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
み
ち
づ
く
し
を

堪
能
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

〇
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
７
月
に
着
任
さ
れ
た

森
田
局
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
九
州
勤
務
は
長
崎

や
道
路
部
、
熊
本
河
川
国
道
で
は
熊
本
地
震

時
の
事
務
所
長
で
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
二
人
か
ら
は
熊
本
地
震
に
始

ま
り
道
路
の
活
用
に
つ
い
て
、
時
間
を
忘
れ
る

ほ
ど
和
や
か
な
イ
ン
タ
ビュー
と
な
り
ま
し
た
。

　

局
長
は
、
み
ち
づ
く
し
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
長
崎
や
熊
本
の
道
守
さ
ん
達
と

交
流
を
深
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〇
今
年
の
夏
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
雨
も
降

ら
ず
カ
ラ
カ
ラ
の
日
々
で
し
た
が
、
８
月
末
襲

来
し
た
ノ
ロ
ノ
ロ
の
台
風
10
号
で
鹿
児
島
、
宮
崎
、

大
分
は
大
変
な
被
害
に
あ
わ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
夏
の
前
半
は
水
や
り
に
翻
弄
さ
れ

後
半
は
台
風
に
右
往
左
往
し
た
方
た
ち
も
多

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
道
守
活
動
に
と
っ
て
大

変
な
季
節
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
活
動
が
活
発
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
62
年
に
松
の
植
樹
活
動
を
始

め
て
37
年
、 

約
５
７,
０
０
０
本
を
植

樹
し
、
現
在
は
白
砂
青
松
の
海
浜
地

が
博
多
湾
一
帯
に
連
な
り
、「
水
と
緑

と
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
海
か
ら

川
、
川
か
ら
水
源
地
の
森
へ
と
、
深

く
交
流
を
重
ね
、
自
然
と
の
関
わ
り

や
自
然
と
共
に
生
き
る
た
め
の
実
践

活
動
を
続
け
て
き
た
「
特
定
非
営
利

活
動
法
人
は
か
た
夢
松
原
の
会
」
が

緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
26
日
、 

天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、
内
閣
総
理
大

臣
は
じ
め
文
部
科
学
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
環
境
大

臣
同
席
さ
れ
、
受
賞
式
典
が
開
催
さ

れ
、
は
か
た
夢
松
原
の
会
理
事
長
の

礒
谷
慶
子
さ
ん
は
、
両
陛
下
と
国
土

交
通
大
臣
と
懇
談
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　

栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
は
、

長
年
の
活
動
の
賜
物
で
し
ょ
う
。
理

事
長
の
礒
谷
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
、
こ
の
受
賞
を
糧
に
緑

豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
け

る
よ
う
な
活
動
を
皆
様
と
共
に
末
永

く
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
意
気
込

み
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。（

尾
木 

幾
子
）

右記のQRコードよりアンケートフォームへお越しいただき、ご回答をお願いいたします。
会員登録等はございません。
なお、回答は統計的に処理され、当アンケート以外の目的で使用することはありません。
また、ご記入いただいた個人情報について、第三者に提供することはございません。

より良い道守通信作成のため、たくさんの方からのご回答をお待ちしております。

より身近な道守通信の制作を目的として、読者の皆様へ
アンケートを実施することといたしました。

 

橘
通
り
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド  

に

 

花
植
え
20
年

“

”

道守たちのトピックス

道守通信 編集後記

■「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」を
受
賞

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

は
か
た
夢
松
原
の
会

アンケート回答のお願い

新名典忠氏トランプ遊びー自治会高齢者訪問活動

2001年の世界椿サミットを宮崎市に誘致・
プレゼンを行う

岸田総理大臣を中心に記念撮影

盾

表彰状

フラワーロード・ネットワーク植栽ボランティア開会式
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「道守九州会議」事務局

～道守を支援いただいている賛助会員の皆様（団体・企業）～ ※順不同

一般社団法人　九州地域づくり協会
一般社団法人　日本道路建設業協会　九州支部
一般社団法人　鹿児島県建設業協会
一般社団法人　福岡県建設業協会
株式会社大林組　九州支店
九州電力株式会社
佐賀県道路愛護協会
長崎県道路協会
日新興業株式会社
福岡市道路利用者会議
九州技術支援協議会
西日本高速道路メンテナンス九州株式会社
サンコーコンサルタント株式会社　九州支社
旭建設株式会社
株式会社安部日鋼工業　九州支店
株式会社アップス
いであ株式会社　九州支店
ＮＴＴインフラネット株式会社　九州事業部
株式会社エイト日本技術開発　九州支社
大分瓦斯株式会社
株式会社大島造船所　九州営業所
株式会社岡﨑組　勝盛会
株式会社片平新日本技研　福岡支店
川田建設株式会社　九州支店
九建設計株式会社
九州みちの会
株式会社九州開発エンジニヤリング
株式会社建設環境研究所　九州支社
株式会社建設技術コンサルタンツ
株式会社コバルト技建
一般社団法人　佐賀県県土づくりコンサルタンツ協会
株式会社西海建設
新成建設株式会社
ＪＲ九州コンサルタンツ株式会社
株式会社西部技建コンサルタント
有限会社測量企画センター
多久市そうじの会（多久の未来を創る会）
株式会社高山組
第一生命保険株式会社　佐賀支社
株式会社長大テック　福岡支店
株式会社長大　福岡支社
株式会社東豊開発コンサルタント
東洋技術株式会社
株式会社地域科学研究所
株式会社　中村緑地建設
株式会社西九州道路
西日本建技株式会社
日本乾溜工業株式会社
西日本技術開発株式会社
株式会社野村建設
パシフィックコンサルタンツ株式会社　九州支社
株式会社ピーエス三菱
株式会社福山コンサルタント
株式会社ぶぜん街づくり会社（「道の駅」豊前おこしかけ）
松尾建設株式会社
みちを考える会
有限会社道の駅みえ
村本建設株式会社　九州支店
株式会社ヤマックス
株式会社テクノコンサルタント

九州国道協会　
一般社団法人　大分県建設業協会
一般社団法人　熊本県建設業協会
一般社団法人　宮崎県建設業協会
鹿児島県道路利用者協議会
熊本県道路利用者協会
清水建設株式会社　九州支店
長幸建設株式会社
福岡北九州高速道路公社
宮崎県道路利用者協議会
株式会社熊谷組　九州支店
阪神高速技術株式会社
日本振興株式会社　九州支店
朝日テクノ株式会社
株式会社安藤・間　九州支店
朝日工業テクノス株式会社
烏城塗装工業株式会社（九州支店）
株式会社エスケイエンジニアリング
株式会社エスイー　九州支店
大分県建設業協会　大分支部
株式会社荻島組
鹿児島土木設計株式会社
株式会社カンドー
株式会社ガイアート　九州支店
九州建設コンサルタント株式会社
協同エンジニアリング株式会社
九州環境管理株式会社
株式会社建設技術研究所　九州支社
株式会社鴻池組　九州支店
コーアツ工業株式会社
西部ガス株式会社
株式会社島田設計コンサルタント
株式会社新日本技術コンサルタント
株式会社ジャストエンジニアリング
株式会社センコー企画
株式会社綜合技術コンサルタント　九州支店
宅島建設株式会社
株式会社玉の湯
大日本ダイヤコンサルタント株式会社　九州支社
中央コンサルタンツ株式会社　福岡支店
通信土木コンサルタント株式会社　九州支店
株式会社友岡建設
戸田建設株式会社　九州支店
株式会社東亜コンサルタント
南生建設株式会社
株式会社西田技術開発コンサルタント
西日本コンサルタント株式会社
日本工営株式会社　福岡支店
日鉄鉱コンサルタント株式会社　福岡支店
葉隠会道守部会
株式会社東九州コンサルタント
福地建設株式会社
株式会社冨士設計
株式会社丸福建設
松本技術コンサルタント株式会社
宮崎空港ビル株式会社
株式会社宮崎産業開発
八千代エンジニヤリング株式会社　九州支店
株式会社横河ブリッジ　福岡営業所
株式会社　日本ピーエス　九州支店

(一社)プレストレストコンクリート建設業協会　九州支部
一般社団法人　佐賀県建設業協会
一般社団法人　長崎県建設業協会
大分県道路利用者会議
鹿島建設株式会社　九州支店
建設サービス株式会社
大成建設株式会社　九州支店
西日本高速道路株式会社　九州支社
福岡県道路協会
株式会社九州建設マネジメントセンター
西日本高速道路エンジニアリング九州株式会社
小田開発工業株式会社
アイレック技建株式会社　九州支店
株式会社 新井組　九州支店
株式会社アジア技術コンサルタンツ
朝日開発コンサルタンツ株式会社
Fe石灰技術研究所
株式会社エンジニアプランニング
扇精光コンサルタンツ株式会社
大分県道路舗装協会
株式会社オリエンタルコンサルタンツ　九州支店
株式会社柏木興産
上内電気株式会社
一般財団法人　橋梁調査会
九州地区道路利用者会議
株式会社橋梁コンサルタント　西日本支社
一般社団法人　建設コンサルタンツ協会　九州支部
株式会社建設技術センター
株式会社国土開発コンサルタント
株式会社駒井ハルテック　九州営業所
株式会社サタコンサルタンツ
株式会社親和コンサルタント
昭和コンクリート工業株式会社　九州支店
株式会社末宗組
株式会社そよかぜ館（「道の駅大和」）
瀧上工業株式会社　福岡営業所
谷川建設工業株式会社
太陽技術コンサルタント株式会社
大福コンサルタント株式会社
中央復建コンサルタンツ株式会社
株式会社友岡組
東急建設株式会社　九州支店
利光建設工業株式会社
株式会社東京建設コンサルタント　九州支社
株式会社名村造船所　福岡営業所
株式会社日建コンサルタント
西日本コントラクト株式会社
日本地研株式会社
日本軌道工業株式会社
株式会社萩原技研
株式会社日髙本店
復建調査設計株式会社　九州支社
株式会社富士ピー・エス
前田建設工業株式会社　九州支店
株式会社三原建築設計事務所
宮地エンジニアリング株式会社　福岡営業所
株式会社水野建設コンサルタント
株式会社ヤマウ
龍南建設株式会社

個人会員66名


